
 
 

 

第９章 ビジョンの実現に向けて 

１ ビジョンの実現に向けたＰＤＣＡサイクルの実施方法 

本ビジョンは、令和６年度～令和 15 年度を計画期間とし、実施すべき具体

的施策を提示したもので、本ビジョンに掲げる目標を達成できるよう、着実に

事業を進めることが必要です。 

このため、計画の策定（Plan）→計画の実施（Do）→達成状況の検証（Check）

→計画の見直し（Action）を繰り返すＰＤＣＡサイクルに基づき、計画の進捗

管理や評価・見直し等を行っていきます。また、その際には、社会情勢や経営

環境の変化等を踏まえるとともに、久御山町上下水道事業経営審議会やパブ

リックコメントを通してご意見をいただくことで、より良いビジョンの策定

と施策の推進に努めます。 

図 9.1 ＰＤＣＡサイクル 
 

２ 進捗管理（モニタリング）の具体的な方法 

本ビジョンの進捗管理は、毎年度、実績値に基づいて、事後的に評価・検証

を行いながら実施（モニタリング）します。 
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（具体的な方法） 

  毎年度、実績値を把握し、計画値との乖離度合いを確認（例：料金収入

の大幅な増減、経常費用の大幅な増減 等） 

  計画値と実績値に大きな乖離がある場合は、その原因を分析し、対策を

検討（例：大口使用者の使用水量の減少、受水費の増加 等） 

  毎年度、経営比較分析表を活用して経営指標を分析し、経営健全化に向

けた状況把握と今後の取組の方向性を確認（例：経常収支比率、企業債

残高対給水収益比率 等） 

  毎年度、第７章で掲げた目標の進捗管理を実施 

 

３ 見直し（ローリング）の具体的な方法 

社会情勢の変化等により、本ビジョン策定時の状況と実態との間に大きな

乖離が生じることも想定されます。そのため、本ビジョンの記載内容及び投

資・財政計画（収支計画）については、５年ごとの定期的な見直し（ローリン

グ）を行うこととし、環境変化等を踏まえた目標の再設定や計画の修正・見直

しの検討など、必要な改善を行います。 

 

（具体的な方法） 

  ５年ごとに、投資・財政計画（収支計画）の実績値の推移を把握し、計

画値との乖離度合いを確認 

  計画値と実績値に大きな乖離がある場合は、将来見通しの再評価を実施 

  投資計画及び財源の内容の再検証及び見直し 

  必要に応じて新たな施策や目標の再設定 

 

 

図 9.2 進捗管理（モニタリング）と見直し（ローリング）のイメージ 
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